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「高
こうじのうきのうしょうがい
次脳機能障害」ってなに？
見えない障害といわれる高次脳機能障害は

誰にでも起こり得る障害です

資料代 500円

FAX  092-662-5097
TEL  092-662-5077

朝食メニューが
思い出せない

お茶の入れ方が
わからない

右と左が
区別できない

イライラする
すぐ怒り出す

手足のしびれ

字が読めない

元気がない

道に迷う

人の話が
理解できない

仕事に集中できない

申し込み
お問合せ

障がい者支援フォーラム

web  http://www.f-tsubasa.org 
福岡高次脳機能障害支援ネットワーク事務局（NPO法人 福岡・翼の会）

 ※11月20日までにお申し込みください。
mail koujinoukinousien@gmail.com

平成28年12月4日 （日）
13時30分（開場13:00）～16時30分

アクロス福岡
（４階 国際会議場 ）

内  容 　講　　演　 「高次脳機能障害とは？」
渡邉 修 氏  （東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科 教授）＜第１部＞

＜第２部＞  シンポジウム　「高次脳機能障害支援の現状と どうする今後？」
障害当事者・家族・支援者＆渡邉 修氏

1960年､山梨県に生まれる。医学博士。日本リハビリテーション医学会専門医｡
浜松医科大学医学部卒業後､同大学脳神経外科にて臨床、研究に従事｡ 1993年より、リハビリテーション
科に移動｡ 東京慈恵会医科大学付属第三病院で数多くの高次脳機能障害の治療を経験｡  1995年より、
スウェーデン･カロリンスカ病院臨床神経生理学部門に勤務｡ 帰国後､ 神奈川リハビリテーション病院
リハビリテーション医学科医員｡ 2004年､東京都調布市で高次脳機能障害者とその家族、ボランティア
で運営するグループ ｢東京レインボー倶楽部｣を立ち上げ､ 地域でのリハビリテーションの場を
つくる｡  2005年､ 首都大学東京教授｡ 患者とその家族のケアを最優先に治療している。

後　援： 福岡県 /福岡市 /福岡パイロットクラブ /公益社団法人 福岡県作業療法協会 /一般社団法人 
福岡県言語聴覚士会 /社会福祉法人 福岡市社会福祉事業団（あいあいセンター）/朝日新聞西
部本社 /西日本新聞社 /毎日新聞社 /読売新聞西部本社 /九州朝日放送株式会社 /NHK
福岡放送局 /RKB毎日放送株式会社 /株式会社 福岡放送 /TVQ九州放送 /テレビ西日本
/社会福祉法人 福岡県厚生事業団 福岡県障害者リハビリテーションセンター /一般社団法人 福
岡県医療ソーシャルワーカー協会

主　催： 福岡高次脳障害支援ネットワーク

問い合わせメールのアドレス入力に
QRコードがご利用できます。


